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研究成果の概要（和文）：　「投影ドラマ法」は、ミニチュアの舞台と人形を用いて1人の「表現者」（「表現する主
体」の意味でこう記す）が即興劇を表現し、後で見守り手とともにそれを振り返るという手続きから成る、申請者が考
案した技法である。本研究では、「投影ドラマ法」の特異性やそれがもたらす心的体験の特徴を、箱庭療法、グループ
箱庭療法、そして演劇療法などの既存の表現療法技法との比較を踏まえて考究した。その結果、「投影ドラマ法」は既
存の技法と共通する体験と同時に「投影ドラマ法」独自の体験も提供しうることが示唆され，集団施行ではない個人療
法の状況で「投影ドラマ」を実施していく意義が推察された。

研究成果の概要（英文）： "Projecitve Drama Therapy" invented by us. This therapy consists of improvised dr
ama and an introspecitve interview. Miniature paper dolls with stands fixed to their feet and a stage with
 a background picture  are provided. In this study, we investigate therapeutic characteristics of "Project
ive Drama Therapy" comparing other methods of expressive therapy such as sandplay therapy, group sandplay 
therapy, and drama therapy. The result shows "Projecive Drama Therapy" may give clients expeliences origin
al in "Projective Drama Therapy" as well as those common to expressive therapies. The significance of "Pro
jective Drama Therapy" as private setting was reassured.  

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 「投影ドラマ法」　表現　心理療法　パーソナリティ傾向　集団　個人　箱庭療法　コラージュ療法

心理学・臨床心理学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
「投影ドラマ法」はミニチュアの舞台と人

形を用いて 1人の「表現者」（「表現する主体」
の意味でこう記す）が即興劇を表現し、後で
見守り手とともにそれを振り返るという手
続きから成る技法である。本研究では、「投
影ドラマ法」は、言語のみでは表すことので
きないクライエントの内的世界を何らかの
媒体を通して表現可能にするという表現療
法（山中、1999）と関連が深い。中でも、ミ
ニチュアを配して表現を行うという点で箱
庭療法（河合、1969）と類似点を有すると考
えられる。また、即興劇を表現するという点
で、演劇を応用した療法であるサイコドラマ
（Moreno，1946）やドラマセラピー（Emunah，
1994）と類似点を有する。しかし、ミニチュ
アが人形（人物や動物）に限られていること
や、常に人形の動きや台詞を伴う即興劇が表
現されること等、箱庭療法とは異なる点も少
なくない。また、ミニチュアの舞台と人形と
いう媒介物を通しての表現は、身体を用いて
直接表現するドラマセラピーとは異なる。こ
のことから、「投影ドラマ法」は既存の表現
療法技法には存在しない表現チャンネルを
有すると考えられ。そこで本研究では、「投
影ドラマ法」の特異性や有効な適用対象につ
いて既存の表現療法技法との比較を含めた
検証を行った。 
 
２．研究の目的 
(1)「投影ドラマ法」がもたらす心的体験の検 
討。 

(2)「投影ドラマ法」適用に有効と考えられる 
パーソナリティ傾向の検討。 

(3)「投影ドラマ法」と既存の表現療法との比  
 較 
 
３．研究の方法 
目的(1)(2) 
調査協力者 
大学学部生 60 名（男性 29 名、女性 31 名） 

「投影ドラマのセッション」 
 「投影ドラマ」のセッションを個別に実施
した。調査協力者に、ミニチュアの人形を用
いて即興的にドラマを表現するよう依頼し
た。 
質問紙 
1)パーソナリティの評定 
 調査協力者のパーソナリティを測定する
目的から，和田（1996）が作成した「Big Five
尺度」（5段階評定）を用いた。「外向性」，「神
経症傾向」，「開放性」，「誠実性（勤勉性）」，
「調和性（協調性）」の 5因子からなる。 
2)体験の評定 
「投影ドラマ」を通して得られる内的体験を
測定する目的から，岡本（2001）が作成した
「ドラマ体験尺度」（6 段階評定）を用いた。
心にわき起こる事象の即興的な表現や，構え
なしの自由な表現などに関する「即興体験」
と，我を忘れた没頭や，気分の高まり，非日

常の感覚などに関する「没頭体験」の 2因子
からなる。体験の評定に加え，得られた内的
体験について自由に既述する欄を設けた。 
目的(3) 
調査協力者 
63名（箱庭療法）、89名（グループ箱庭療法）、
66 名（ドラマセラピー）。 
表現療法のセッション 
 箱庭療法のセッションは個別に、グループ
箱庭療法のセッションは集団で実施した。 
質問紙 
1)パーソナリティの評定 
 目的(1)(2)に基づく調査同様、「Big Five
尺度」を用いた。 
2)体験の評定 
目的(1)(2)で用いた「ドラマ体験尺度」の

文言を一部変更し、箱庭療法、グループ箱庭
療法、ドラマセラピーから得られた体験の評
定と自由記述を求めた。 
 
４．研究成果 
目的(1) 
 「ドラマ体験尺度」にもうけた自由記述欄
の記述内容をコード化し、KJ 方を参考に類似
しているものをまとめていった。その結果、
カタルシスやプレイフルネス賦活など、演劇
療法で得られるとされる体験が示された。そ
れとともに、投影の移り変わりや役割になり
きることの気恥ずかしさからの解放など、ミ
ニチュアの人形を介するという間接的な表
現であるがゆえの体験も得られることが示
された。しかし、途切れた時の気まずさ、恥
ずかしさ・抵抗、表現促進にともなう危険性
といった課題も存在することも示された。 
目的(2) 
 数量的分析の結果から、他者と外交的にか
かわるパーソナリティである「外向性」が高
いほど即興的にドラマを表現できることが
示された。このことは、質的分析から示唆さ
れた、「投影ドラマ」から得られる体験の有
効性と課題とも関連すると考えられた。外向
性が高い場合はプレイフルネスやカタルシ
スなどが体験されやすく、そうでない場合は
恥ずかしさや気まずさなどが体験されやす
いことが推察された。 
目的(3) 
箱庭療法に関しては、箱庭制作を通して得

られる心的体験としての没頭体験や即興的
表現の体験と几帳面さや誠実さに関わるパ
ーソナリティである「誠実性」との関連性が
示された。また、箱庭療法は様々な制作スタ
イルで体験できること、「誠実性」の高低で
体験のされ方が異なり得ることが示唆され
た。「誠実性」が高い者は「きちんと作る」
ことに重きを置き、その結果、自由に作るこ
とや作ったものからイメージを膨らませる
ことがあまり多くなく、箱庭制作による気づ
きがもたらされにくくなるとも考えられた。 
グループ箱庭療法に関しては、「没頭体験

得点」が高い群は低い群に比べ、「調和性得



点」が高い傾向が示された。また，「没頭体
験得点」が高い群のなかでは「即興体験得点」
が高い場合がそうでない場合よりも「調和性
得点」が高いこと，「即興体験得点」が高い
群のなかでは「没頭体験得点」が高い場合が
そうでない場合よりも「調和性得点」が高い
ことが示された。また、振り返りでの語りと
自由記述からは，危険や悪を象徴するアイテ
ムが置かれた場合、箱庭の世界を守ったり否
定的なイメージを和らげるなどの意図がメ
ンバー間に働き、守りや安らぎが実現すべく
皆で見守る方向に動くことが示された。さら
に、「他者とのやり取り」，「アイテムを通し
た他者とのやり取り」，「他者が置いたアイテ
ムからのイメージの誘発」，「グループという
構造がもつ枠としての機能」などがグループ
箱庭には存在することが示唆された。 
ドラマセラピーに関しては、即興的な表現

体験が豊かに得られるか否かには，「外向性」
や「調和性」が関連することが示唆された。    
以上のことから、「投影ドラマ法」は既存

の表現療法技法と共通する体験と同時に「投
影ドラマ」独自の体験も提供しうることが示
唆され，集団施行ではない個人療法の状況で
「投影ドラマ」を実施していく意義が推察さ
れた。 
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